
（別紙様式１－２）                                                 （高等学校用） 

 

熊本県立第一高等学校 令和元年度学校評価計画表 

 

１ 学校教育目標 
 「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人権教育取
組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「県体育保健課取組の方向」及び本校の「白梅の精
神」等に則り、「健全な心身の育成」、「学力の充実」、「地域との連携」を柱に、生徒一人一
人の個性を伸ばしながら、心身ともに健全で叡智に富み、凜とした気品のある心豊かな人材の育
成をめざす。 
 そのために、全職員が教育者としての基本的資質（①教育的愛情と人権感覚、②使命感と向上
心、③組織の一員としての自覚）や専門性（①生徒理解と豊かな心の育成、②学習の実践的指導
力、③保護者・地域住民との連携）の向上に努めるとともに、互いの連携と協力のもと、創意工
夫を生かした教育の実践に努める。 

 

２ 本年度の重点目標  
（１）目的と目標の明確化による共通理解に基づいた協働体制の強化 
（２）進路指導体制の充実による指導力の向上と自己実現の達成 
（３）平日及び土曜日授業の充実と平日放課後の有効活用 
（４）幅広い経験に基づいた自己変革力の育成を図る指導 
（５）道徳教育と人権教育の推進 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 評価の観点
 

具体的目標
 

具体的方策
 

大項目 小項目 

 
   

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
学 
 
校 
   
経 
 
営 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営の
方 向 性 の 

具 体 化 

 

学校改革の更な
る推進を目指し
て取組検証提言
と各部･学年教科
等による実行 

取組の検証と課題の
整理を行うことによ
り、多忙感軽減の具体
的プランを実行する 

・昨年度の取組の検証結果を踏ま
え、各部・学年・教科等でアクショ
ンプランを作成し、実行に移す。特
に、担任の業務量軽減について重
点を置く 

組織の連携
と全職員で
の共通  理 

解  
 
 
 

 

学校教育目標実
現に向けた組織
の連携の強化 

 

運営委員会を中心と
した各部の連携の強
化 

 

・各部・各委員会での入念な打合せ
と関係部との事前協議 
・運営委員会、職員会議による協議
と情報共有 
・年度末反省、学校評価等による検
証 

平日放課後の有
効活用 

モジュール学習の発
展的改良（新入試に対
応できる力の育成） 

・学習力向上委員会でより効果的
な教材や方法を検討し、全職員の
理解の元に実施する 

信頼される
学校   

 

 

 

 

 

開かれた学校づ
くり 

 

 

保護者・地域・小学校
・中学校・大学との連
携 

 

・公開授業週間について外部に向
けた周知徹底（特に中学生）と内容
の充実 
・小、中学校への生徒による学習支
援事業の実施 
・地域への学校行事の連絡や協力
依頼の徹底 

特色ある学校行
事等の情報発信 

 

 

マスコミやホームペ
ージ等の積極的活用 

 

 

・マスコミ等を活用した学校行事
等の情報の積極的な発信 
・ホームページの随時更新を実施
し新鮮な情報の発信 
・「学校安心メール」の保護者登録
を増やし、有効に活用する 

教育環境の
整備   

必要な設備の充
実と安全管理 

 

施設・設備の充実と安
全点検、環境 ISO の取
組 

・省資源（昨年度比５％減）、リサ
イクルなど宣言項目の周知、行動
の徹底 

危機管理意 
識の向上 

 

学校運営協議会
の合理的な運営 

地域や外部委員との
協力体制と連携の強
化 

・生徒や職員に対する防災等に関
する情報提供の充実と防災マニュ
アルの実動 

緊急事態発生時
における適切な
対応 

事故発生を未然に防
ぐ対策と事故を想定
した準備 

・危機管理マニュアルの利用徹底
と職員研修会による日常の意識向
上 

 
 
 

授業の充実 
 
 

アクティブラー
ニング型授業の
実践 

全職員による最低２
回の授業参観の実施 

・１学期と２学期にそれぞれ約１
か月の公開授業の期間を設けて実
施し、評価シートを導入。・本校に



 
 
 
学 
 
力 
 
向 
 
上 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

アクティブラーニン
グ型授業をテーマと
した研究授業及び授
業研究会の実施 

 

 

 

おけるアクティブラーニング型授
業の定義の確認 
・アクティブラーニング型授業に
関する職員研修の実施 
・全授業者を対象とした最低１回
以上のアクティブラーニング型授
業実践の取組 
・アクティブラーニング型授業
に関する教科会の実施 
・授業評価アンケートの実施と
活用（各学年：年２回） 

家庭学習時
間の増加 

 

 

各学年家庭学習
時間の増加 

 

 

平日２時間の家庭学
習時間の確保 

 

 

・学習実態調査等で生徒の取り
組み状況を把握し、授業の工夫改
善等を教科会で検討 
・調査の分析を通して、担任との
二者面談や教科担当者面談の実
施 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
（
進
路
指
導
） 

   

夢実現に心
を燃やし自
ら進路を切
り拓く生徒
の 育 成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路情報の共有
化と発信 
 
 

 

進路環境や生徒の現
状に関する情報の発
信と共有化推進 

 

 

・３年進路検討会、１～２年学力分
析会の実施と充実 
・「進路ニュース」（年４回）の発
行 
・進路委員を用いたキャリアガイ
ダンス情報の提供 
・進路だより等を用いた高大接続
改革に関する情報発信 

教科指導力及び
進路指導力の向
上 

 

各教科との連携強化
による職員の教科指
導力及び進路指導力
の向上 

 

・大学入試説明会等参加の促進及
び情報の還元 
・問題作成研修会参加の促進 
・高大接続改革に関する情報共有 
・大学入学共通テストプレテスト
に関する分析 
・ポートフォリオ作成の体制整備 

進路志望実現に
向けた、生徒自身
の主体性向上 

 

 

 

 

 

進路志望実現に向け、
生徒が主体的に選択
し、探求し、活動する
環境の整備 

 

 

 

 

・オープンキャンパスにおける模
擬授業等への主体的参加の促進 
・キャリアガイダンス（出張講義）
の実施（年間１０回以上、平均参加
者３０人） 
・各種ボランティアやシンポジウ
ム等への主体的参加促進 
・ＧＣＰ委員会との連携による異
文化交流活動への主体的参加の促
進 
・受験の手引きの活用促進 
・進路資料室の整備と利用促進 
・ポートフォリオ作成のための指
導時間の確保 

 
 

 
   
生 
    
 
徒 

 
 
指 
 
 
導 

 

 

 

 

生活指導の
継続と徹底    

 

 

 

基本的生活習慣
の確立 

 

 

自己管理力の向上 
・整容の徹底 
・時間の厳守 
（遅刻者を無くす。） 
・礼節の徹底 
（発声挨拶の徹底） 

・礼節、整容、遅刻指導の実施 
・定期的に整容検査（指導）を実施
する。 
・時間の厳守（５分前集合を徹底する） 
・生徒会による月１回（一週間）の
挨拶運動を実施する。 

通信機器の使用に 
関するマナーの育成  
（SNS に関するマナー） 

・SNS 等のネットモラルやマナ 
ーに関する研修会を実施する。 

安全教育  

 

 

交通安全教育と
交通マナーの定
着 

 

 

自転車に関するルー
ル遵守の徹底 
 
登・下校中の事故防止
を図る。 

 

・定期的に自転車通学生の集会を
実施し事故防止に関する研修会を
行う。 
・「交通安全の日」の活動を含む交
通安全教育の一環で、正門と校舎
に横断幕と垂れ幕を掲げ意識を高
める。 

自主自律の
精神  

 

規範意識の高揚
とリーダーの育
成 

一高祭（体育・文化部
門の充実） 
 
リーダーの育成 

・生徒会を中心とした組織の中で
生徒が企画運営に携わり、学校行
事運営を充実させる。 
・リーダー研修会を実施する。 
（生徒会、部活動等のリーダーの育成） 



 
 
 
 
 
人 
権 
教 
育 
の 
推 
進 

 

 

教育活動全
体を通じた
人権教育の
推進 

職員、生徒の人権
意識の高揚 

 

人権教育推進の年間
指導プログラムの実
践 

 

・人権教育講演会の実施 
・教育相談部と合同の職員研修（年
３回） 
・各学年人権 LHR を実施 （年３
回） 

「命を大切
にする心を
育む指導」
の推進 
 

 

 

 

自他の「命」を尊
重し、慈しむ態度
と心構えを育む
取組、及び自らの
自尊感情を高め
るためストレス
対処取組 

 

 

教科指導や学年（学
級）指導等、全ての場
面で「命を大切にす
る心を育む指導」を
根底に据えた教育の
実践と講演会やワー
クショップによるス
トレス対処プログラ
ムの実施 

 

・「命を大切にする心を育む指
導」プログラムの周知 
・授業、HR 活動及び特別活動 
（部活動等）で、生徒が主体的に
活動する内容を盛り込んだ取組
の実施 
・校内研修や講演会の実施と職
員の意識向上 
・ワークショップによるストレ
ス対処プログラム 
・生徒人権委員会実施（月１回） 

 
 
い 
じ 
め 
の 
防 
止 

 

健全な人間
関係の構築 

 

 

 

 

いじめ根絶に向
けた取組 

 

 

 

 

いじめ防止の年間指
導プログラムの実践 
いじめアンケート結
果への組織的対応 

 

 

・「いじめ防止の日」 
（月１回）と「いじめを許さない
宣言文」 の宣誓（→いじめゼロ
を目指す） 
・全学年の生徒人権委員会主導
でいじめ防止についてのＬＨＲ
を実施 
・いじめについてのアンケート
（４回）結果を受けての迅速か
つ、管理職、学年、生徒指導部、
教育相談部との迅速な組織的対
応 

   
 特 
別 
支 
援 
教 
育 

気づきと理
解に基づい
た対応 

 

 

 

特別な教育的支
援が必要な生徒
の実態把握と具
体的支援策の検
討・実施 

 

支援を必要とする生
徒が、安心して学校生
活を送れる環境づく
り 

 

 

 

・組織的な支援体制の構築（特別な
支援や配慮を必要とする生徒への
対応） 
・学年会、教育相談部会、校内委員
会を通しての情報収集・共有と関
係職員との連携 
・生徒理解研修による全職員の共
通理解 
・ＳＣや支援員、外部機関との連携 

地 
 
域 

 
連 

 
携 

地域と連携
した防災コ
ミュニティ
ースクール
の実動化 

 

地域の小中学校
や自治会と連携
した防災マニュ
アルの有効的活
用 

 

 様々な自然災害に対
応できる防災マニュ
アルを有効活用する
ために、より臨場感の
高い訓練を実施する、 

 

・年間５回の学校運営協議会の開
催 
・一新校区の防災訓練に生徒・職員
が参加する 
・本校独自の防災マニュアルをい
つでも活用できるように理解する 

 


